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　2011年６月25日（土）、
国際交流基金マドリード文
化センターでスペイン日本
語教師会セミナー2011が行わ
れた。今回は会員34名と非会員３名の
参加となった。セミナーのテーマは
「文字・漢字を教える」。国際交流基
金ハンガリー・ブダペスト日本文化セ
ンターの境田徹先生をはじめに、いろ
いろな先生をお迎えして仮名や漢字へ
の取り組みや教え方についてお話しい
ただいた。また、午後には境田先生と
熊野先生による漢字教育ワークショッ
プも行われた。

基調講演
境田徹先生

馬場加恵、大石恵

試行錯誤の文字教育。指導の効果
を見るのに時間がかかるのも頭痛の種

だ。そんな悩み多き教師にとって、文
字教育のひとつの指針になる講演だっ
た。

まず、日本の学校
教育にも言及しなが
ら、日本語教育にお
ける文字教育の捉え
方を確認した上で、
「ひらがな、カタカ
ナの教育」に進ん
だ。「読める」、
「書ける」を学習目標とし、導入、練
習方法と指導のポイントをご教授くだ
さった。

難関の「漢字教育」については、
学習者の多様性、学習時間、漢字にふ
れる時間が限定的なことを考慮しなが
ら、前提になる情報を整理し、本当に
漢字学習が必要か、必要であれば目的
は何か、その目的達成のために必要な
技能は何かをはっきりさせた上でロー

ドマップとも呼べる学習計画を立て、
それを生徒と共有するというステップ

をわかりやすく説明してくだ
さった。

また、効果的な教師の関与に
ついて、初期段階では、漢字
の特性、ルールなどを理解す
るために教師の関与が高い
が、ロードマップを活用し、
徐々に自立学習へと導くよう
に持っていく必要性について

説かれた。

さらに、長く記憶に残すために、
印象的な導入を行う、既知漢字を利用
して、漢字をグループ化して整理す
る、親しみのもてる語例を使用するな
ど、漢字指導に関するポイントを述べ
られた。

参考資料として添付くださったご
自作の資料は日本語教師必携と言え
る。

スペイン日本語教師会セミナー2011

スペイン日本語教師会ニュースレター
SEPTIEMBRE 2011! APJE! EDICIÓN IV

スペイン日本語教師会ホームパージ
日本語関係のニュース、教師会フォーラム、教師の知恵袋など役に立つ
情報が満載！

http://apje.es/     E-mail: apje.info@gmail.com © スペイン日本語教師会 2011

http://www.apje.es
http://www.apje.es
http://www.apje.es
http://www.apje.es







